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１．11月末の信用金庫の預金・貸出金 

2021年 10月以降、国内すべての地域で緊急

事態宣言、まん延防止等重点措置が解除され、

現状、変異株であるオミクロン株への懸念はあ

るものの感染状況は落ち着いている。コロナ禍

の経済対策や中小企業向け資金繰り支援によ

って急増していた信用金庫の預金、貸出金につ

いても、前年同月比増減率の動きは一巡した。 

21年 11月末の全国 254信用金庫の預金残高

の合計は、160.2 兆円、前年同月比 2.4％増と

なった。貸出金残高の合計は、78.3 兆円、同

1.0％増となった(図表１)。前月 10 月末の増減

率は預金が同 2.6％増、貸出金が同 1.2％増だ

ったので、預金、貸出金ともやや鈍化した。 

預金残高は、月末ベースで過去最高額となっ

た 10月末(160.4兆円)をやや下回ったものの、

160兆円台となった。貸出金残高も、過去最高

額だった９月末(78.6 兆円)をやや下回ったも

のの、高い水準で推移している。 

 

２．信用保証制度の利用も一巡 

信用金庫の預金、貸出金の高い増加率を支え

2021年 11月末の信用金庫の預金・貸出金動向 (速報) 
－ 統計開始以来初めて、要求払預金が定期性預金を上回る － 

井上 有弘 

ポイント 

 2021年 11月末の全国 254信用金庫の預金残高の合計は、160.2兆円、前年同月比 2.4％増となっ

た。貸出金残高の合計は、78.3 兆円、同 1.0％増となった。いずれも高い水準で推移している。 

 信用保証協会の保証承諾額をみると、最新データとなる 21年 10月には前年同月の３割程度にま

で減少している。代弁率は、１％を下回り、コロナ禍前と比べても低い水準にある。 

 信用金庫の要求払預金の残高は、21 年 10 末に月末ベースで初めて 80 兆円を上回り、11 月末に

は 1953年の統計開始以来初めて、定期性預金の残高を上回った。 

（図表１）信用金庫の預金・貸出金増減率の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 （備考） 信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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●バブル経済崩壊(91年３月)

●金融危機、拓銀・山一証券が

経営破綻(97年11月)

●ペイオフ部分解禁(02年４月)

●リーマン・ショック(08年９月)

●東日本大震災(11年３月)

●マイナス金利(16年２月)

●量的・質的金融緩和(13年４月)

●第２次安倍内閣(12年12月～20年９月)

← 戦後２番目の景気拡大局面 →

(12年12月から18年10月の71か月)

← 戦後最長のいざなみ景気 →

(02年２月から08年２月の73か月)

●熊本地震(16年４月)

菅内閣(20年９月～21年10月)●
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た実質無利子無担保の制度融資、いわゆる「ゼ

ロゼロ融資」については、民間金融機関での申

込が 21 年３月末で終了している。この制度融

資を多く含む信用保証協会の保証承諾額(全国

計)の前年同月比をみると、感染が拡大した昨

年３月以降に大きく伸びている。20 年６月を

ピークに鈍化傾向に転じていたが、年度末の

21 年３月にやや伸びを高めている(図表２)。民

間金融機関での同制度融資の利用終了後は大

きく低下し、最新データとなる 21年 10月には

前年同月の３割程度にまで減少している。 

倒産などで金融機関への返済ができなくな

った場合に信用保証協会が金融機関に対して

貸付残額を肩代わりする代位弁済は、低水準で

推移している。このため、代弁率(各月の代位

弁済金額×12/保証債務残高)は、１％を下回り、

コロナ禍前と比べても低い水準にある。 

 

３．要求払預金が定期性預金を初めて逆転 

20 年度以降のコロナ禍における信用金庫の

資金繰り支援、各種給付金や支援金など経済対

策により、信用金庫の預金、貸出金は、残高水

準を大きく高めている。特に、普通預金、当座

預金などの要求払預金の残高は、21年 10月末

に月末ベースで初めて 80 兆円を上回り、直近

の 11 月末には 1953 年の統計開始以来初めて、

定期性預金の残高を上回った(図表３)。なお、

11月末の要求払預金残高は 80兆 680億円 定

期性預金残高は 80兆 658億円となった。 

長期的推移を振り返ると、1994 年度末には

要求払預金が 15.3 兆円、定期性預金が 77.4

兆円と、定期性預金が要求払預金の約５倍の残

高があった。その後、2002 年４月のペイオフ

部分解禁で、定期性預金から要求払預金へ大き

くシフトした。日銀が 13 年４月に量的・質的

金融緩和を、16 年２月にマイナス金利政策を

導入すると預金金利差がさらに縮小し、定期性

預金残高は年度末ベースでは 15年度末の 84.0

兆円をピークに減少に転じた。 

20 年度以降は、資金繰り資金、各種給付金

や支援金の預金口座での滞留から、要求払預金

が急増、21年 11月末に逆転した。 

          以 上 

※「信用金庫地区別預金・貸出金(残高)」を信用金庫

に還元しております。また、長期時系列統計について

は、当研究所 HP、「全国信用金庫概況・統計」に掲載

しています。併せて、ご活用ください。 

（図表２）信用保証協会の保証承諾額(前年同月比) 
と代弁率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（備考） 全国信用保証協会連合会資料より、信金中央金庫 

地域・中小企業研究所作成 

（図表３）信用金庫の要求払預金・定期性預金残高の長期推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（備考） 信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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